
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・初めての「雨とい」玩具に興味を持ち、すぐに水遊びとなり、「砂場はどう」と
誘導する言葉をかけたかったが、子どもの様子を見た。探究することで泥遊びに繋
がったのであの時に大人の考えを口に出さなくてよかったなと感じた。
・一人で遊んでいたが、一人の姿が友達に伝播してお互いを影響し合いながら、探
求していると感じられた。
・物事を大きい、小さい、長い、短いなど比べる言葉がでたり、物事を自分の知識
を持って見立てていた。
・終了後の絵本や乾いた砂絵を見て、実際経験したことを、言葉で伝えようとした
り、上手く言えなくても友達が話すことを聞き頷いて共感していた。一つのことを
クラスで話し合える経験ができたことが良かった。

・戸外に出て砂場で行う。初めての「雨どい」玩具に興味を持ち、水を
使った遊びが始まる。個々で探求をすると、周囲の様子を感じるようにな
り、友達が「おんせんをつくる」と言い水を汲んで入れるが、水がすぐに
吸い取られてしまう。その様子を見てた子が、「てつだおうか」「つくろ
うか」などと関りを持ち始めた。小さな「おんせん」から、「砂壁をくず
してみよう」など友達とのやりとりが広がり、最後には大きな海となり、
みんなの泥水たまりが繋がった。

4歳児…感触遊び（泥遊び）

・泥遊びは２回行う。
・絵本「どろであそぼう」を見ることで、遊びの発想が広がり、「絵本のように
やってみたい」と言う気持ちを持つ子が多い。
・「こうしてみたい」「こうしたらどうかな」「○○みたい」など日頃から想像
力や思いついたことを伝える。

２.活動スケジュール

・１５名参加(5人×3グループ）)
・水や砂に触れて感触を楽しむ。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2024.9.6

・「石は砕けると砂になるね」と気づき、今回は砂と
水を使う。「掘るとどこまで続くかな」「水を入れた
ら温泉になるかな」など日々遊びの中で発見や疑問を
感じている。
・今日は、雨といの玩具を用意することで子ども達が
砂と水を使ってどのように発展し、気付けるような問
いかけを心がけた。
・雨といを斜めにして置き、水を流す。泥水たまりが
できる。
・保育士「何してるの？」
こども「おんせんつくってるの」
・水を汲みに行っている間に泥水が砂に吸い取られ泡
が残る。
保育士「この白い泡は何かな？」
こども「ふわふわしてる」「じわじわじてる」
手に泡をつけて紙の上で手型をする。
・何度も水を流すが時間が経つと水が砂に吸い込んで
しまう。
保育士「あれ？ないね」と水たまりを指さす。
こども「なくなっちゃった」
また水を汲む。友だちが気が付いてみる。
「ぼくももてつだうよ」
と水を汲んできて、勢いよく水を流す。
離れた所で一人で作っている子の川の砂壁まで流れ
る。
こども「ここを(砂壁)崩せばつながるよ」
保育士「みんなのかわとつながったね」
「何かの形だね」「くにみたい」

・玩具(シャベル、バケツ)は、色を押さえて選ぶ。　・雨どい(サイズ別に
置き、手に取りやすいように置く)・クリアープラコップ(大)
・たらいに水を溜めておく。　・テラスに大きなラシャ紙を広げて置く。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


